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アザミウマ・コナジラミ徹底対策
6月以降は気温上昇とともに、アザミウマ類・コナジラミ類の発生が増え
る時期です。特に近年は薬剤抵抗性の発達も問題となっており、「以前よ
り効きにくい」と感じるケースも増えています。
アザミウマ類・コナジラミ類は葉裏や生長点付近に潜みやすく、発生初期
を逃すと短期間で急増します。葉裏確認や粘着板を活用し、早期発見・早
期防除を心掛けましょう。
また、同一IRACコード剤の連用は避け、作用機構の異なる薬剤を組み合
わせたローテーション散布が重要です。周辺雑草の管理、防虫ネット・UV
カットフィルム、微生物殺虫剤なども活用し、総合的な防除対策を行いま
しょう。

粘着板（ホリバー / バグスキャン）活用のポイント
・青色粘着板 → アザミウマ類
・黄色粘着板 → コナジラミ類・アブラムシ類

ホリバーやバグスキャン等を活用し、小発生時からの対応につなげましょ
う。

※○印はアザミウマ類またはコナジラミ類で登録のある作物を示します
※登録内容は2026年5月時点の各メーカー公開情報等を参考に作成
※使用前に最新の農薬登録内容をご確認ください
※同一IRACコード剤の連続使用は避け、ローテーション散布を行いましょう

アザミウマ・コナジラミに登録のある主な薬剤

新発売

”ブレイキン効果※”による、
抵抗性害虫への優れた効果。
即効的な吸汁阻害によるウイルス媒介抑制。
有益昆虫に影響が少ない事が確認されており、
IPM（総合的病害虫管理）に有効。
※エフィコン®SLの有効成分アクサリオン®が害虫の弦音器官を
　沈黙させ、速やかに吸汁や定位といった行動を阻害する効果。
　結果として、害虫が植物から落下するといった症状を引き起こす。

ベネビアODの「広範囲な害虫への速やかな効果」を
ドライバーが「瞬時に隙間まで濡れ広げて」アシスト。
厄介な害虫の防除に高い効果を発揮します。
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日産化学 農業応援Tubeに当社従業員が登場

適用拡大 オリーブ 炭そ病

3日かかっていた作業が、1日で終わる
肥料散布12ha、T25との比較、当社比
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特徴
■ 有機物分解能力を持つバチルス菌を生きたままの状態で含んだ資材です
■ 分解された残さは肥料成分として次の作で作物に活用されます
■ 水和タイプですので農薬散布機で散布可能です

機械まき可能なﾍﾟﾚｯﾄﾀｲﾌﾟ
（肥料成分入）もﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ

ヨトウ類に活性の高い「アイザワイ系統」とコナガ・アオム
シ・オオタバコガに活性の高い「クルスターキ系統」の両
方の殺虫活性を併せ持つハイブリッド型BT剤です

水田畦畔での上手な雑草対策には高い土壌処理効果を持つ
「カーメックス顆粒水和剤」をお試しください。雑草発生前に
使用することで45～60日間、一年生雑草を抑草できます

「カーメックス顆粒の水田畦畔向け上手な使い方
と注意点」に関するYoutubeリンクはコチラ　→

【注意】カーメックス顆粒水和剤の使用回数は1回です
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喜多社長のフィロソフィ日記「1on1」 当社では、バックオフィス周りの業務について「freee」を導入している。直近ではfreee人事評価がリリース
され、当社としてもアーリーカスタマーとして導入し、今期の人事評価から活用を始めた。今回システム化したことで、各自がどのような目標を設定し、そ
の過程でどのようなフォローやフィードバックが行われているのかが、以前より見えるようになった。これまではExcelベースでの運用だったこともあり、
私自身、個々の目標設定や上司の関わり方まで十分に把握しきれていない部分もあった。しかし、見える化されたことで、逆に新たな課題も多く見えてき
た。
今回、上期の宣言シートを承認してもらうプロセスにおいて、上司が十分な対話を行わないまま承認している場面も気になった。もちろん、日々の業務が
忙しく、時間的な制約があることも理解している。ただ、本来であれば「Must（組織として期待していること）」「Will（本人が挑戦したいこと）」「Can（実現
可能な内容か）」などを、もっと対話しながらすり合わせていく必要があるのではないかとも感じた。また、その内容が本当に測定可能（Measurable）な
目標になっているのかまで、上司と部下が一緒に考えることも重要なのだと思う。正直、PDCAで言えば、P（計画）が適切でなければ結果にはつながら
ない。「段取り八分、仕事二分」という言葉もあるように、最初の目標設定や方向付けは非常に重要だ。目標設定は単なる提出書類ではなく、その後の半
年間の方向性を決める大切なプロセスなのだと思う。
そのためにも、定期的な1on1や対話は必要不可欠だと感じている。私自身も昨年、コーチング研修を受講し、昨年度下期から定期的な1on1を通じて
コーチングの実践に取り組んできた。実際に取り組みを進める中で、担当者自身が上手く進められなくなる場面も少なくない。ただ、そうした悩みは、部
下側から自発的に「上手くいっていません」と相談しづらいことも多い。だからこそ、定期的に1on1の場を設けることで、「少し上手くいっていなくて…」と
いう声を拾いやすくなった。その中で、現状を整理しながら、「こうしたらいいんじゃないか」と方向性や軌道修正について一緒に考えることもできるよう
になってきた。実際、一緒に考えながら進めていくことで、経営管理メンバー一人ひとりのアウトプットも向上し、組織としての成果も少しずつ上がってき
ているように感じている。
人事評価制度とは、単に社員を評価するための制度ではなく、一人ひとりの成長を支援するための制度なのだと思う。基本的に、成長したくない社員は
いない。皆それぞれ「もっと良くしたい」と考えている。ただ、どうすれば良いのかわからず、立ち止まってしまっていることも多いのだと思う。だからこそ、
上司が対話を通じて方向性を示し、悩みを聞き、一緒に考えながら成長を後押ししていくことが重要なのではないかと感じている。今期は一人ひとりの
成長を加速させていくためにも、私自身、一人でも多くの従業員と定期的な1on1を重ねていこうと思った。

葉から吸収できる腐植酸
葉面散布剤ギアアップも


